
会場：杉並区立郷土博物館本館　特別展示室

杉並区立
郷土博物館HP

杉並区
デジタルアーカイブ

・開館時間：午前 9時～午後 5時
・休 館 日：毎週月曜日・毎月第 3木曜日　
　　　　　　　　※祝日・休日の場合は開館、翌平日休館

・観 覧 料：100円
　　　　　　　　（中学生以下・障害者手帳等を提示する方及び
　　　　　　　　  その付き添いの方は無料、20名以上の団体 1名80円）

令和8年9月19日 土 ̶11月23日 月㊗

荻窪の家で　昭和女子大学図書館蔵

特別展

与謝野晶子
の

杉並時代 



▶京王井の頭線「永福町」駅北口から徒歩15分、又は「高円寺駅」行きバスで「都立和田堀公園」下車徒歩
5分　▶JR中央線「高円寺」駅・東京メトロ丸ノ内線「新高円寺」駅から「永福町」行きバスで｢都立和田堀公園」
下車徒歩 5分　▶東京メトロ丸ノ内線「方南町」駅 1番出口から徒歩20分

〒168-0061　東京都杉並区大宮 1-20-8
電話:03-3317-0841

【開館時間】午前９時～午後５時　
【休  館  日】毎週月曜日・毎月第３木曜日（※祝日・休日の場合は開館、翌平日休館）
【観  覧  料】100円（中学生以下・障害者手帳等を提示する方及びその付き添いの方は無料、
　　　　　　　　　　　　20名以上の団体1名80円）

・日　時：9月21日月㊗　午後2時～午後3時 30分
・会　場：セシオン杉並  １階 展示室（杉並区梅里 1丁目22-32）
・定　員：60名
・登壇者：三枝昻之氏（歌人、評論家）、今野寿美氏（歌人）、
　　　　　　太田登氏（天理大学名誉教授、与謝野晶子倶楽部会長）

  申込開始：8月1日土 ／ 申込期限：8月28日金（はがきは必着）

鼎談 〈晶子・寛と
  　  啄木の魅力を語る〉
 杉並区立郷土博物館・与謝野晶子倶楽部（堺市）　共同開催

事前申込制

申込不要

・日　時：10月31日土　午後2時～午後4時
・会　場：郷土博物館本館 視聴覚室
・定　員：50名
・講　師：萩原茂氏
　　　　　　（吉祥女子中学・高等学校理事長、日本近代文学研究者）

  申込開始：8月1日土 ／ 申込期限：9月30日水（はがきは必着）

  与謝野晶子
－荻窪の家と教育者としての業績－
　

事前申込制 

講演会関連イベント1

学芸員による展示解説関連イベント2

各2次元コードより申込、または往復はがきに「講演会名、氏名（フリガナ）、年齢、住所、電話番号、返信面の宛先」を記入
して、郷土博物館本館へ送付。1通につき1名。申込者多数の場合は抽選。申込

・日　時：10月12日月㊗、24日土、11月7日土、21日土
　　　　郷土博物館本館 特別展示室にて午後2時～午後2時30分

壁打ち庭球場

善
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※Ⓟ「和田堀公園第二駐車場」（有料）から徒歩5分

高円寺駅から13分
新高円寺駅から8分

6分

JR中央線

京王井の頭線

東京メトロ丸ノ内線

野球場

与謝野晶子筆「（桃井第二小学校）校歌発表の日に」原稿
（昭和12年）【区指定文化財】当館蔵　

与謝野晶子愛用ハンドバッグ　鞍馬寺蔵 与謝野晶子賛・和田三造画　「連峯之雲」その一　（昭和17年）堺市博物館蔵

特別展 与謝野晶子の杉並時代
歌集『みだれ髪』（明治34年）で鮮烈なデビューを果たして以来、
短歌や詩だけでなく社会評論や古典研究の分野でも活躍した
与謝野晶子（1878-1942）は、昭和2年（1927）から昭和17年（1942)
に亡くなるまでの生涯最後の15年を杉並区の荻窪で暮らしました。
晶子が杉並に移り住んでから、来年でちょうど100年となります。
堺市博物館（さかい利晶の杜 与謝野晶子記念館）の特別協力のもと、
同館並びに鞍馬寺（京都市）をはじめ、関係各所より貴重な資料を
ご出品いただき、晶子が杉並に暮らした時代を中心に、その多大な
業績を振り返ります。


